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この論⽂は、
 1994年のもので少し古いですが、
⼼理⾯接の基本としてよく⾔われる
割に理解し難い「共感」のような概
念ではなく、もっと素直で単純な相
⼿の⾔葉を「なぞる」が良いのでは
ないかとの問題提起をしています。
 今⽇のmentalfit新⼤阪のプログ
ラム「傾聴ロールプレイ」で利⽤者
様に説明したものです。



 下坂(1994)は、⼟居(1992)の「精神科
的⾯接の勘所は、どうやって「わから
ない」という感覚を獲得できるか」と
の⾔葉を引⽤し、ひとの話を「なぞ
る」ことは、わからなさの早期発⾒に
繋がる、「「なぞる」は習字で練習帳
をなぞって訓練すること」に似ている
と⺬唆している。



 また、⻑⾕川(1986)の⾔葉を⽤い
て、「まなぶ」ということがもともと
「なぞって繰り返す」ことであったこ
とを⺬している。
 つまり、



研究のまとめ

 相⼿の話を聴くことは、
相⼿の気持ちを「まなぶ」こと

であり、それは
「相⼿の⾔葉をなぞって繰り返す」
ことで達成されるとしている。

そしてそれが
「共感」の本質である
と述べているのである。



雑 感

 「共感」は、カウンセリングでも会
社でも良く⾔われる。しかし、「共感
とは⼀体何なのか？」は理解が難しい
ように感じる。
 
 「なぞる」はカウンセリングスキ 
ルでは「⾔語追跡」と⾔われる⼿法だ
けれど、この⽂献は、「聴く」ことの
本質をとても分かりやすく⺬している
と感じる。




